
 
 
 

法科大学院の認証評価に関する考え方 
 
 
 法科大学院の入学試験競争倍率及び司法試験合格率の評価基準等に係る指標について、

以下のような方針とする。 
 
１． 評価対象期間を、原則、実施年度を含めた過去 5 年間（前回の本評価以後の期間）と 

する。（ただし、当面は、法科大学院特別委員会報告による提言等を踏まえ基準改定がな 
された平成 23 年度以後の期間とする。） 

 
２．評価の結果は、「適合・不適合」を確定的に判断し、「留保」という仕組みを新たに設 
けることはしない。 

 
３．法科大学院の入学試験競争倍率について、以下のように法科大学院の定員規模に応じ 

て、指標を 2 本立てとして、判断する。［基準６－２－３］ 
 
（１）原則として、以下の指標に従って判断する。 

① 5 年の評価期間中に少なくとも 2 回、競争倍率が 2 倍を下回った場合には、留意 
事項として指摘する。 

② 評価実施年度に競争倍率が 2 倍を下回っており、かつ、他の 4 年間において競争 
倍率が 2 倍を下回る年度があった場合には、改善事項として指摘する。 

③  評価実施年度に競争倍率が 2 倍を下回っており、かつ、他の 4 年間において競 
争倍率が 2 倍を下回る年度が 2 回以上あった場合には、是正を求める。 
 

（２）例外的に、法科大学院の定員が 30 名以下の場合には、上記の「2 倍」をそれぞれ「1.6 
倍」と読み替えるものとする。 

 
４．法科大学院の定員充足率については、以下の指標によって判断する。 

［基準６－２－２、６－２－３］ 
① 5 年の評価期間中に少なくとも 2 回、充足率が 50％を下回った場合には、留意事 

項として指摘する。 
② 評価実施年度に充足率が 50％を下回っており、かつ、他の 4 年間において充足率 

が 50％を下回る年度があった場合には、改善事項として指摘する。 
③ 評価実施年度に充足率が 50％を下回っており、かつ、他の 4 年間において充足率 
 が 50％を下回る年度が 2 回以上あった場合には、是正を求める。 

 
５．司法試験の合格率については、以下の指標によって判断する。 
 ［基準１－１－２、１１－１－１］ 

① 5 年の評価期間中に少なくとも 2 回、合格率が全国平均の 2 分の 1 を下回った場 
合には、留意事項として指摘する。 

② 評価実施年度に合格率が 2 分の 1 を下回っており、かつ、他の 4 年間において合 
格率が 2 分の 1 を下回る年度があった場合には、改善事項として指摘する。 

③ 評価実施年度に合格率が 2 分の 1 を下回っており、かつ、他の 4 年間において合 
格率が 2 分の 1 を下回る年度が 2 回以上あった場合には、是正を求める。 
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○入学試験競争倍率及び入学定員充足率 
基準６－２－２ 

入学者受入において、所定の入学定員と乖離しないよう努めていること。 

 
基準６－２－３：重点基準 

在籍者数、入学者選抜における競争倍率、専任教員数、修了者の進路及び活動状況等を

総合的に考慮し、入学定員の見直しを含む入学者選抜の改善への取組が適宜行われている

こと。 

解釈指針６－２－３－１ 

「入学者選抜における競争倍率」とは、合格者数に対する受験者数の割合をいう。 
 

 
○司法試験合格状況 
基準１－１－２ 

教育の理念及び目標が、当該法科大学院の教育を通じて、達成されていること。 

解釈指針１－１－２－１ 

各法科大学院の教育の理念及び目標の達成状況は、学生の学業成績及び在籍状況（原級

留置者及び退学者等の状況を含む。以下同じ。）、並びに修了者の進路及び活動状況（司法

試験の合格状況及び法曹としての活動状況、並びに企業及び官公庁その他専門的な法律知

識等を必要とする職域への進路及び活動状況をいう。以下同じ。）、その他必要な事項を総

合勘案して判断するものとする。 
 

 
基準１１－１－１：重点基準 

法科大学院の教育水準の維持向上を図り、法科大学院の社会的使命を果たすため、自ら

点検及び評価（以下「自己点検及び評価」という。）を実施するための適当な体制が整備

され、当該法科大学院の教育の理念及び目標の達成状況その他教育活動等の状況につい

て、適切な評価項目が設定され、それに基づいて自己点検及び評価が実施され、その結果

が当該法科大学院の教育活動等の改善に活用されていること。 

解釈指針１１－１－１－１ 

「適切な評価項目」として、次の各号に掲げる内容を含む評価項目が設定されているこ

とが必要である。 

（１）教育課程の編成 

（２）成績評価の状況 

（３）入学者選抜の状況 

（４）学生の在籍状況 

（５）専任教員の教育上の指導能力及び配置の状況 

（６）修了者の進路及び活動状況 
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